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2015年06月05日 米国のISM景況感指数（2015年5月） 
2015年06月05日 労働市場の「スラック（需給の緩み）」 

2015年6月8日 

（No.2,176）〈マーケットレポートNo.4,231〉 

■5月の非農業部門雇用者数は前月比28.0万人の
増加となり、4月の22.1万人、市場予想（ブルーム
バーグ集計）の同22.6万人増を、ともに上回りま
した。米国の雇用は月平均20万人を超える増加
ペースを維持しています。 

■5月の失業率は5.5％と4月から0.1％ポイント上
昇しました。労働市場から退場していた人が、景
気の好転とともに戻ってきたことが原因です。労
働市場の悪化を示すものではないと見られます。 

雇用者数は大幅に増加、賃金の伸びは改善 
米国の雇用統計（2015年5月） 

■5月の非農業部門雇用者数のうち民間部門は前
月比26.2万人増となりました。内訳は生産部門
が同0.6万人増、サービス部門が同25.6万人増で
した。引き続きサービス部門が雇用の拡大をけ
ん引しています。循環的な上昇局面に入ってき
た製造業も0.7万人増と、小幅増加となりました。 

■時間あたり賃金は前月比＋0.3％と、前月の同
＋0.1％から伸び率が拡大しました。前年比でも
＋2.3％となり、前月の同＋2.2％から改善しまし
た。金融危機前の3％には及びませんが、労働
需給の改善を背景に、賃金上昇率は緩やかなが
らも高まりつつあると判断されます。 

■5月の雇用統計は予想を上回る雇用増と賃金上
昇という、良好な内容だったと評価できます。1-3
月期の景気減速が一時的であったことを確認で
きたこと、景気の循環が足元で既に上向いてきた
ことを踏まえると、米国経済はこの先、年後半に
向け徐々に回復の速度を上げていくと予想されま
す。 

サービス部門の雇用がけん引 
賃金の前年比伸びは改善 

金融市場は雇用や物価関連の指標に左右されやすい展開を予想 

■米連邦準備制度理事会（FRB）は今後、景気回
復の持続性をさらに慎重に見極めていくことにな
ると予想されます。一方で金融市場を動揺させな
いように、市場との対話を通じて利上げ期待を軟
着陸させることも課題になると考えられます。市
場は、引き続き雇用や物価関連の指標に左右さ
れやすい展開になると見られます。 

（注）データの期間は2012年1月～2015年5月。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

（注）データの期間は2008年1月～2015年5月（月次）。10年国債利回りは 
       月中平均値。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

雇用者数は28.0万人増 
労働供給増で5月の失業率は上昇 
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【米国の非農業部門雇用者数と失業率】 

非農業部門雇用者数（前月比、左軸） 
同上3カ月移動平均（左軸） 
失業率（右軸） 
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【平均賃金の伸びと10年国債利回り】 

平均賃金の伸び（前年同月比） 

10年国債利回り 

（年/月） 
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http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1245857_1982.html
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